
令和4年度 市の財政事情

◆
市
の
基
金
・
地
方
債

市
で
は
、
経
済
事
情
の
変
動
や

災
害
な
ど
の
予
期
せ
ぬ
出
費
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
の
「
財
政
調
整
積

立
金
」
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の

整
備
や
地
域
開
発
事
業
の
推
進
な

ど
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
基
金
を

持
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
基

金
残
高
は
98
億
円
（
前
年
度
比
11
億

円
の
増
額
）。

ま
た
、
公
共
施
設
の
建
設
や
道

路
の
整
備
、
災
害
復
旧
な
ど
一
度
に

多
額
の
費
用
が
必
要
な
時
に
借
り

入
れ
る
お
金
を
地
方
債
と
い
い
ま

す
。
道
路
を
は
じ
め
、
今
後
数
十
年

使
用
す
る
施
設
は
、
現
在
税
金
を
納

め
て
い
る
人
の
お
金
だ
け
で
整
備

す
る
の
で
は
な
く
、
地
方
債
と
し
て

お
金
を
借
り
入
れ
、
複
数
年
か
け
て

返
済
す
る
こ
と
で
支
出
額
を
平
準

化
し
、
使
用
す
る
世
代
間
の
公
平
性

を
保
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

建
設
地
方
債
は
１
９
７
億
円
（
前
年

度
比
６
億
円
の
減
額
）。

◆
市
の
財
政
状
況

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指

標
の
一
つ
と
し
て
「
実
質
公
債
費
比

率
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
債

の
返
済
額
が
市
税
な
ど
の
通
常
見

込
ま
れ
る
収
入
に
占
め
る
割
合
の

こ
と
で
、
25
㌫
以
上
は
早
期
健
全
化

基
準
、
35
㌫
以
上
は
財
政
再
生
基
準

と
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
本
市

の
同
比
率
は
13
・
１
㌫
（
前
年
度
比

０
・
３
㌫
の
増
）
で
あ
り
、
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

度
か
ら
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
も
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
事
業
を
行
い
ま

す
。◆

将
来
に
向
け
て

令
和
４
年
度
の
財
政
状
況
は
、

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
い

ま
す
が
、
市
税
収
入
な
ど
が
年
々
減

少
す
る
中
で
、
扶
助
費
（
社
会
保
障

費
）
な
ど
の
経
常
的
な
支
出
、
小
・

中
学
校
や
そ
の
他
公
共
施
設
の
更

新
な
ど
に
よ
る
支
出
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
一
層
財
源
の

確
保
や
事
業
の
見
直
し
、
行
財
政
改

革
な
ど
を
行
い
、
持
続
可
能
で
未
来

に
希
望
が
持
て
る
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市税 
116億5,768万円

国庫支出金
84億2,947万円

地方交付税
75億6,060万円

府支出金 
29億7,749万円

地方消費税交付金
19億702万円

繰入金
2億4,140万円

その他
49億3,045万円

市債
15億5,339万円

総務費
61億9,387万円

民生費
130億8,559万円

衛生費
39億780万円

土木費
39億4,291万円

公債費
38億350万円

議会費
3億359万円

労働費
5,064万円

農林水産業費
7億5,593万円

商工費
10億9,599万円

消防費
16億5,609万円

教育費
34億1,046万円

特別会計・企業会計
特別会計とは、特定の事業を行う場合に、使用料

などの収益でその事業の経費を賄うため、一般会計
とは区別して収入・支出を処理するための会計です。

令
和
４
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
影
響
が
長
期

化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
と

し
て
、
引
き
続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
原
油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
高
騰
に

直
面
し
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た

市
民
や
事
業
者
へ
の
支
援
、
子
育
て
対
策
や
浸
水
対
策
、
地

方
創
生
拠
点
整
備
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
財
政
課
（
☎
66
・
１
０
４
６
）

歳入総額は392億5,750万円で、前年度に比べ32億
6,023万円の減少となりました。前年度と比べふるさと
応援寄附金が1億7,163万円増加したものの、子育て世帯
等臨時特別支援事業費補助金の減少などにより国庫支出
金が23億4,554万円の減少となったことから、総額が前
年度を下回りました。

歳出総額は382億637万円となり、前年度に比べ27億
3,819万円の減少となりました。総務費の地方創生拠点
整備事業費や衛生費の清掃事務所第一工場整備事業費、
次期最終処分場整備事業費などの大型整備事業がそれぞ
れ減少となったことから、総額が前年度を下回りました。

会 計 名 収　入 支　出 基金残高

国 民 健 康 保 険 80億9,467万円 80億5,131万円 9億354万円

介 護 保 険 86億7,610万円 83億5,483万円 5億4,755万円

後 期 高 齢 者 医 療 14億5,392万円 14億4,770万円 ─

貯 木 72万円 72万円 8,407万円

駐 車 場 4,409万円 4,409万円 1,395万円

会 計 名 収　入 支　出 当年度純利益

水 道 事 業 ( ※ ) 18億8,753万円 17億1,588万円 1億7,165万円

下 水 道 事 業 ( ※ ) 33億7,133万円 31億2,315万円 2億4,818万円

病 院 事 業 9億5,514万円 9億6,327万円 △813万円

特
別
会
計

企
業
会
計

歳
入

歳
出

こ
れ
か
ら
の
見
通
し

　    

〜
持
続
可
能
な
財
政
に
〜
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基金残高の推移　※普通会計

決
算
令和4年度

市の財政状況

2023 広報まいづる 11月号

392億
5,750万円

382億
637万円

令和4年度の実質収支額は、6億5,344万円の黒字を確保

財政良好 財政悪化

●実質公債費比率
13.1㌫ 25.0㌫ 35.0㌫

■は令和４年度の数値

早期健全化基準 財政再生基準

一般　会計

※詳しくは、16・17㌻で確認できます
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